第十一課　　敬語

単  語

重要（形動）

　　重要的。

あなたにとって、一番重要なことは何ですか。

なるべく（副詞）

　　尽可能。

　　なるべく早く家へ帰ってください。

気の毒（形動）

　　可怜。

　　気の毒な婦人。

　　地震のせいで、両親が亡くなった子供が気の毒です。

区別

　　1.（名詞）この二つの単語は何の区別がありますか。

　　2.（他サ）尊敬語と謙譲語を区別してください。

不便（形動）

　　不便。

　　ここの交通は不便です。

　　この電話は古くて不便ですから、新しいのを買いたい。

年寄り（名詞）

　　老年人。

　　年寄りの記憶力は大体弱いです。

　　年寄りを尊敬すべきです。

相手（名詞）

　　对手，伙伴。

　　王さんの結婚の相手、見たことがありますか。

　　相手は誰ですか。

目上（名詞）

　　长辈，上司。

　　うちの会社で、目上の人はみんな優しい人です。

じっくり（副詞、自サ）

　　定定心心的，仔细的。

　　書き終わったら、じっくり検査してください。

　　毎日の新聞、じっくり読んでください。

上品（形動）

　　高雅的。

　　あの事について、上品に言いなさい。

　　　　　　

文 　法

1.接尾词　手
含义：做某种动作的人。
用法：動詞連用形＋手

話し手　　聞き手　　読み手　　書き手　　踊り手　　歌い手

語り手　　借り手　売り手　買い手

　もらい手　働き　送り手

2.表示程度的副助詞  くらい
含义：程度、最低限。有轻视语气。
接続：動詞連体形（文）＋くらい

ちょっと風邪を引いたくらいで、心配することはありません。

いくら忙しくても、家へ帰るくらいの時間はあるでしょう。

一年生にでもできるくらいのやさしい題目だ。

お中が痛いくらいで泣く大人がいますよ。

3.推量助動詞「べし」の連体形「べき」
含义：应该，值得
接続：動詞終止形＋べき

　　　　　動詞型助動詞の終止形+べき

注意：する＋べき→すべき

若者は年寄りを尊敬すべきです。

私は言うべきことを言っただけです。

行ってみましたが、見るべきものは何一つありませんでした

可接体言做定语，也可接“だ”结句。其否定形式是“べきではない”。
あなたの悪いですからすぐ弟に謝るべきだ。

他人の仕事を邪魔すべきではない。

4.句型：～によって
含义：方法、手段、根拠
接続：体言+によって

性別によって、敬語の使い方も違います。

それによって、私の意見を表します。

成績によって、クラスを分けます。

新聞やラジオによって、国内外のニュースを知ります。

①表示方法、手段
その矛盾はただ話し合いによって解決できないと思います。
彼はアルバイトによって自分で雲南へ旅行します。

②表示依据
スイカを大きさによって四つに分類する。 
行くか行かないかは、私の気分によって決めよう。
天気予報によって、明日は雨だそうです。

③根据，表示事物因情况不同而不同。
勉強の方法は人によって違います。
明後日は所によって雪が降るそうだ。

5.文型：　～たびに
含义：每次都～
用法：①体言＋の＋たびに

　　　②動詞連体形＋たびに

写真を見るたびに、その楽しい毎日が思い出されます。

あの酒屋へ行くたびに、1０分ほど待たされます。

この子は会うたびに大きくなっています。

出張のたびに書類を整理しなければならない。
その本は何回も読みましたが、読むたびにうれしいです。。

卒業の時にとった写真を見るたびに、学生のころを思い出す。

6.文型：　どんなに～ても
含义：无论怎样～也～
どんなに忙しくても、毎日新聞は必ず読みます。

どんなに忙しくても、起きてから20分間ほど散歩します。

どんなに勉強しても、中国人のように中国語が話せませんね。

どんなに寒くても、欠席したことはありません。

7.敬語
敬语是说话人对听话人或第三者表示敬意的一种语言表达方式。日语的敬语概括可分为尊敬语、自谦语和郑重语三种。
敬语的分类
①尊敬語用于说话人对听话人或谈话中所涉及的人物表示尊敬时使用。尊敬语不能用于自己。
②自谦语是讲话人以谦逊的态度叙述自己或自己一方的行为及有关事物的表达方式，以此来表达对听话人或谈话中所涉及的人物的敬意。仅用于自己或和自己有关的人的动作。　　

③郑重语是讲话人以客气、有礼貌、郑重的讲法直接表示对听话人的尊敬的表达方式。

    如“です、ます”等。　

敬语的种类
謙譲語　　もらう→いただく
　　　　　　お願いします　　　　ご案内します

　　　　　　お荷物をお持ちしましょう。

丁寧語（です、ます）

日本語には敬語がある。

→日本語には敬語があります

尊敬語（４種類）

①敬語助動詞れる、られる
課長の考えられたとおりです。
田中先生はいつ富士山に登られたのですか。

朝はお忙しいので、毎日は10分だけ散歩されるだけです。

この方はアメリカに来られたばかりです。

坂田社長はあす上海をたたれる。

②お（ご）～になる
接続：お＋動詞連用形＋になる
　　　　ご＋サ変動詞語幹＋になる

教室でちょっとお待ちになってください。

王さんはまだお帰りになっていません。

先生は何時ごろご退勤になりますか。

高橋先生は毎朝６時ごろお目覚めになります。

村下先生は8日にアメリカからお帰りになります。
授業はお客さんがお見えになったらすぐ始めましょう

③お（ご）～なさる
接続：お＋動詞連用形＋なさる
　　　　ご＋サ変動詞語幹＋なさる

王先生張さんの卒業式にご出席なさいますか。

もっと早くお電話なさったほうがいいと思います。

先生はいつもこの時間にご出勤なさいますか。

④お（ご）～です
お＋動詞連用形＋です　　　　　
　ご＋サ変動詞語幹＋です

先生は明日同じ時間にご退勤ですか。

課長はもうお帰りですか。

お客様はこちらでお待ちです。

校長先生は今日の会議にはご欠席です。

胡先生は杭州に会社をお持ちだそうですよ。
この産品について、あなたはどうお考えですか。
前　文

けさ、学校へ来る途中、馬先生にお会いしました。馬先生は毎朝六時ごろお目覚め になります。起きられてから新聞をお読みになったり、ラジオをお聞きになったりしま すが、朝はお忙しいので、新聞は簡単に目を通されるだけで、ラジオは天気予報とニュースを聞かれるぐらいだそうです。七時ちょっと前に家を出ます。
　学校へはトロリーバスでご出勤になるけれども、途中、二回も乗り換えなければならないので、とても不便です。
　馬先生は今日の授業で、日本語の敬語についていろいろ教えてくださいました。午後、私は教員室に先生をお訪ねし、『日本語ジャーナル』という雑誌をお借りしようと思いました。この雑誌には、先生が書かれた『敬語の使い方』という文章が載っています。私はそれを読みたかったのです。
会　話

	(学校へ来る途中で)
李　　先生、おはようございます。
先生　李さん、おはよう。
李　　先生はいつもこの時間にご出勤なさいますか。
先生　ええ、いつもこの時間に学校へ来ます。
李　　先生は毎朝何時にお目覚めになりますか。
先生　毎朝六時ごろ起きます。
李　　お早いですね。
先生　起きてから、どんなに忙しくても

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_2/lesson_11/2_11_a.htm" \l "10" 太極拳を十分間ほどやります。
李　　それで先生はご丈夫なのですね。先生はご出勤の前に新聞をお読みになり
　　　ますか。　　
先生　時間がないので、簡単に目を通すだけです。社説や重要な記事は学校から帰
　　　ってじっくり読むことにしています。
李　　先生のお宅は何という新聞をお取りになっていますか。
先生　わたしのうちでは、『人民日報』と『文匯報』を取っています。
李　　朝、ラジオをお聞きになりますか。

先生　支度をしなければなりませんから、聞くのは天気予報とニュースぐらいで
　　　す。 


李　　何時ごろお宅を出られますか。 

先生　七時ちょっと前にうちを出ます。
李　　それでは、朝はお忙しいですね。
先生　ええ、朝はとても忙しいですよ。
李　　学校へは何にお乗りになってご出勤なさいますか。
先生　トロリーバスで来ます。
李　　どこでお乗りになりますか。
先生　家の近くで乗ります。
李　　乗換えがありますか。
先生　ええ、二回も乗り換えなければならないので、とても不便です。
李　　どことどこでお乗り換えですか。
先生　静安寺と魯迅公園前で乗り換えます。
李　　ちょうど出勤時間ですから、たいへん込むでしょうね。
先生　ええ、いつも満員で身動きもできません。それに押されたり、足を踏
　　　まれたりしてさんざんです。特にお年寄りや婦人の方が気の毒です。
李　　それはたいへんですね。先生はご出勤のたびに切符をお買いになります
　　　か。
先生　いいえ、定期券を持っていますから。
李　　お宅を七時ちょっと前に出られると、何時ごろ学校にお着きになりますか。
先生　トロリーバスに乗っている時間が四十分ほどですから、学校に着くのは八時十　　　分まえです。
李　　先生は遅刻なさいませんか。
先生　遅刻しないように注意していますけれども、途中、事故が起こった　
　　　り、満員バスで何台も待たされたりすると、たまに遅刻してしまう
　　　こともあります。
李　　そうですか。ああ、もう、学校に着きましたね。それでは、失礼します。
先生　では、たま。


	
(教員室で)
李　　先生、失礼します。
先生　はい、どうぞ。何ですか。
李　　先生は今日何時ごろお帰りになりますか。
先生　四時ごろ帰ろうと思っています。まだ時間がありますか
　　　ら、お茶でも入れましょうか。
李　　お茶ならわたしがお入れいたしますから、 先生はどうぞおかけください。
先生　どうもありがとう。
李　　ちょっとお聞きしたいことがありますが、よろしいですか。
先生　ええ、いいですよ。
李　　けさ、教室で先生が教えてくださった敬語のことについておたずねしたいので
　　　す。 
先生　どんなことですか。
李　　日本語では、どんな時に敬語を使うのでしょうか。
先生　話し相手が目上の人であったり、話題の中に出てくる人が尊敬すべき人であ
　　　ったりすると、日本語では敬語を使います。敬語にはいくつかの型があって、
　　　それによって

 HYPERLINK "http://det.tjfsu.edu.cn/j_course_2/book_2/lesson_11/2_11_a.htm" \l "31" 敬意の程度を表わすことができるのです。
李　　しかし、私は敬語の使い方を知っているのによく間違えるんです。どんな点 
　　　に気をつけたらよろしいでしょうか。
先生　まず尊敬語と謙譲語の区別、それから聞き手や話の中に出てくる人に対す　
　　　る話し手の表わす気持ちなどですが、詳しいことは前に「敬語の使い方」とい
　　　う文章に書きました。 
李　　何にお書きになったんでしょうか。
先生　『日本語ジャーナル』という雑誌です。
李　　先生は第何号に発表されたんでしょうか。
先生　第何号か忘れましたが、もう二年以上前です。
李　　その雑誌をお借りできるでしょうか。
先生　いいですよ。いま家に置いてありますけど、いつほしいのですか。
李　　なるべく早いほうがいいのですが。
先生　それならあす持ってきましょう。
李　　お願いします。先生はあす同じ時間にご出勤ですか。
先生　ええ、いつもの時間に来ます。
李　　あ、四時になりました。もう先生のお帰りの時間ですね。お忙しいところをお
　　　邪魔して申し訳ありません。
先生　どういたしまして。
李　　大きなお荷物がおありですね。お持ち帰りになるのですか。
先生　ええ、持って帰ります。
李　　それでは、停留所までわたしがお持ちいたしましょう。
先生　それはどうもありがとう。


